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もなう慾の活性度との鱒係
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【鼠的]ヒトが発揮する単捻蔀穣おりの筋強力的制fic
tension)は異なる筋群ではもちろんのこと.築なる{麗人磁のj笥
ーの践においても非常に広範留に及んでいる.そのE実態のー
っとして筋力発揮時の筋の動員の濃いが挙げられる.本研究
では筋が発揮したspecific1cnsionが筋力発揮時の筋の活性皮
iこ彩饗されるのではないかという仮説を潟べるために行なっ
た.
[方法3被検者i法成人男子11名を舟いた.被検挙の右郵の藤
伸筋におけるさ主3史学的断面積を Mねから得られた連続機断
橡から算出したe 角速度0，30， 60， 120， 180， 240， 3∞degl:協
における緩伸援カを測定したu 膝{申態カを先行研究て報告さ
れているモーメントアームで捺し，援護鍵にかかるE建議カを
推定した.MRIを煎いて，大路部5部位の横断{象をη 強鰯麗
{撃によって安静時および等連性緩{申濃運動〈角速度60degl:似 e
S沼x5セット〉直後!こ撮影し.得られた機獣像をパーソナル
コンピュ…ターに転送し傘額像処理を行なった議機処理さ
れた横断像から践伸麓運動によって活性化部分と非活性化部
分を爵定し.緩{市務鮮の筋断面積に占める割合併畠d:Ivated
CSA)を算出した.s戸cifictetlsIonの算出は織強力をそーメン
トアームで除して算出した.さらに本研究では生理学的建Wuii
稜およびsμd五ctcnsion、の従来の算出j去に加えて，筋の機能
面をより反映する指標であると考えられる機能的生理学的断
面緩い生理学的路蔀穣x% activaled CSA/I00) 誉 fultctional
spccific tension (=specific tensio捻x% acuvated CSA/10めという
新しい指標についても検討した.
{結果および考察}等尺性および等遠投接待混時の sp凶齢
化nsionと%adivated CSAとの鰯iこは角速度120，180 d!g/s艇
にのみ有意な給関鰐係が認められたが，他の角速度において
は有意な穏関関係は認められなかった.この結果は本研究で
用いたほとんど全ての角速度においで務の活性疫が sp倒誼c
tcnsion {こ影響・しないことを示唆している.我々は従来報告さ
れている生理学的滋透穫と筋の活性疫を示す指標から機能的
生理学的街笛穫という指擦を算出した.この鐘は生理学的新
海稜の 71%であった この機能的主主ま護学釣滋fii穫を跨いて
functionaJ specific tcnsionを算出してみると，澱定iこ渇いた全
ての角速度において有窓!こ高畿を示した，この結果はこれま
で報告されているヒトの篠伸筋鮮の呼拡ifict匂tsionCひ28
N!cmろが紫擦にはさらに高様である可能性を示唆している.
務の活性疫の遣いにより分簸した2群の生理学的断蔀穣はほ
ぼ関鐙であったにもかかわらず，機能的生理学的建IfIIn議では
活性皮が高い群が有意に高鐙を示した.また，この2群につ
いて'unctinalspecific tcnsio捻を算出したところ.240dcsil蹴以
外の角速度においては雨雲孝鶴に有意な遣をは鍔められなかった.
このことは単位蔀穣当りに発揮された務強力は鎮の活性皮に
依存していないことを示唆している.以上の結果から， 1)本
研究で溶いた溺定義件で{広務カ発捧持iこ縫{申筋襲撃の71%し
か動員されていないこと.2) 51料 fict間sionfま筋の活性援に
影響されないが，その絶対綴はこれまで報告されてきた鍵よ
りさらに高媛を示すことが示唆された.
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